
対馬森林組合（長崎県）

未利用材の有効利用等による経営放置林の

再生（森林経営計画への参入を目指して）

信州上小森林組合（長野県）

甦れ！十観山周辺林業再生プロ

ジェクト

大田原市森林組合（栃木県）

低コスト作業道開設による作業

システム構築とバイオマス活用の

推進 

おおたわらし

第9回助成先

第1～8回助成先

中越よつば森林組合（新潟県）

ゆきぐに「越後長岡」林業再生プロ

ジェクト

ちゅうえつ

隠岐島前森林組合（島根県）

海士の森復活プロジェクト～搬出間

伐で離島林業の未来を拓く～

カルスト森林組合（山口県）

国定公園及び周辺地域の「林業経営

可能な里山再生」事業

おきどうぜん

あま

つしま

しんしゅうじょうしょう

じゅっかんざん

十津川村森林組合（奈良県）

災害に強い基幹路網整備を基盤

とした森林資源活用モデル事業

とつかわむら

施業共同化サポート事業

GIS・GPS・ デジタルコンパス助成

　平成21～25年度に森林組合、 都道府県森林組合連

合会が森林情報を管理するGIS、境界測量用の機器であ

るGPS、デジタルコンパスを購入またはリースする費用

の一部を助成した組合数は右記の通りです。

※平成21年度、平成22年度は、「施業共同化プロジェクトサポート事

業」です。

これまで9年間の取組み
　森林再生基金（FRONT80） は、既に平成17年度から9回の募集を行い、これまでに計297件の応募件数から52案件

への助成が決定しました。

　平成26年度は森林再生基金（農中森
もりぢから

力基金）を創設し、第1回の募集を終了し、審査中です。

森林再生基金（FRONT80） 　当金庫は、農林水産業者の協同組織を基盤とする全国金融機関として、従来から、農林水産業の生産・加工・流通に関

わる運転資金・設備資金をご提供し、また、農林水・商工連携による新たなビジネス機会の創出を図るなど、農林水産業

に携わる方々をサポートする取組みを積極的に進めております。

　地球温暖化等の環境問題への関心の高まりを背景に、

金融界においても環境に配慮した事業活動等を金融面か

らサポートする取組みが広がっており、こうした動きを

踏まえて、当金庫も環境金融の取組みを行っています。

　平成22年から、環境分野に配慮した取組みを実践して

いるお客さまを評価する「農林水産環境格付制度」を導

入しています。本制度の評価対象項目には、環境保全型

の農林水産業への取組み、6次産業化への取組み等、当金

庫独自の評価項目を取り入れています。平成25年度は、

本制度に基づく貸出を5.2億円実行しました。

　平成24年3月には、オフセット・クレジット（J-VER）の

媒介業務を開始しました。J-VERは、国が運営する国内

排出権取引制度で、農林水産業由来のJ-VERの売買取

引を媒介することで、森林整備等の環境配慮型農林業へ

の取組みや企業等の環境対策をサポートすることを目指

しています。

　平成25年度は、当金庫が協賛するイベントにて、森林

組合系統が組成したJ-VERを活用したカーボン・オフ

セットを実施しました。

環境金融の取組み

機器種別

組合数

平成

21年度
平成

22年度

平成

23年度

平成

24年度

平成

25年度

GIS 42 54 27 31 9

GPS 44 29 18 24 6

デジタルコンパス 33 16 15 9 4

GIS・GPS 21 11 14 13 4

GIS・GPS・デジタルコンパス 20 13 13 14 0

GIS ・デジタルコンパス 6 4 4 4 0

GPS ・デジタルコンパス 48 42 28 12 2

合　計 214 169 119 107 25

商談会の開催

全国商談会

J-VERの仕組み

香港フード・エキスポ2013

当当金庫金庫はは、農林農林水産水産業者業者の協の協同組同組織を織を基盤基盤とすとする全る全国金国金融機融機関と関としてして 従、従来か来からら、農林農林水産水産業の業の生産生産・加・加工・工・流通流通に関に関

わる運転資金・設備資金をご提供し、また、農林水・商工連携による新たなビジネス機会の創出を図るなど、農林水産業

に携わる方々をサポートする取組みを積極的に進めております。

　地球温暖化等の環境問題への関心の高まりを背景に、

金融界においても環境に配慮した事業活動等を金融面か

らサポートする取組みが広がっており、こうした動きを

踏まえて、当金庫も環境金融の取組みを行っています。

　平成22年から、環境分野に配慮した取組みを実践して

いるお客さまを評価する「農林水産環境格付制度」を導

入しています。本制度の評価対象項目には、環境保全型

の農林水産業への取組み、6次産業化への取組み等、当金

庫独自の評価項目を取り入れています。平成25年度 は、

本制度に基づく貸出を5.2億円実行しました。

　平成24年3月には、オフセット・クレジット（J-VER ）の

媒介業務を開始しました。J-VERは、国が運営する国内

排出権取引制度で、農林水産業由来のJ-VERの売買取

引を媒介することで、森林整備等の環境配慮型農林業へ

の取組みや企業等の環境対策をサポートすることを目指

しています。

　平成25年 度は、当金庫が協賛するイベントにて、森林

組合系統が組成したJ-VERを活用したカーボン・オフ

セットを実施しました。

環境金融の取組み

商談会の開催

全国商談会

J-V ERの 仕組み

香港フード・エキスポ201 3

対馬森林組合（長崎県）

未利用材の有効利用等による経営放置林の

再生（森林経営計画への参入を目指して）

信州上小森林組合（長野県）

甦れ！十観山周辺林業再生プロ

ジェクト

大田原市森林組合（栃木県）

低コスト作業道開設による作業

システム構築とバイオマス活用の

推進 

おおたわらし

第9回助成先

第1～8回助成先

中越よつば森林組合（新潟県）

ゆきぐに「越後長岡」林業再生プロ

ジェクト

ちゅうえつ

隠岐島前森林組合（島根県）

海士の森復活プロジェクト～搬出間

伐で離島林業の未来を拓く～

カルスト森林組合（山口県）

国定公園及び周辺地域の「林業経営

可能な里山再生」事業

おきどうぜん

あま

つしま

しんしゅうじょうしょう

じゅっかんざん

十津川村森林組合（奈良県）

災害に強い基幹路網整備を基盤

とした森林資源活用モデル事業

とつかわむら

施業共同化サポート事業

G IS・G P S・デジタルコンパス助成

　平成21～25年 度に森林組合、都道府県森林組合連

合会が森林情報を管理するGIS、境界測量用の機器であ

るGPS、デジタルコンパスを購入またはリースする費用

の一部を助成した組合数は右記の通りです。

※平成21年 度、平成22年 度は、「施業共同化プロジェクトサポート事

業」です。

これまで9年間の取組み
　森林再生基金（FRONT80） は、既に平成17年度から9回の募集を行い、これまでに計297件の応募件数から52案件

への助成が決定しました。

平成26年 度は森林再生基金（農中森
もりぢから

力基金）を創設し、第1回の募集を終了し、審査中です。

森森森森林林林再再再生生基基金金（（FFRR OO NN TT 88 00））

機器種別

組合数

平成

21年度
平成

22年度

平成

23 年度

平成

24 年度

平成

25 年度

G IS 4 2 54 27 3 1 9

G P S 4 4 29 18 24 6

デジタルコンパス 33 1 6 15 9 4

G IS・GP S 21 11 14 13 4

G IS・G P S・デジタルコンパス 20 1 3 13 14 0

G IS・デジタルコンパス 6 4 4 4 0

G P S・デジタルコンパス 4 8 42 28 1 2 2

合　計 21 4 169 11 9 107 25

農林水産業

サポートへの取組み

カーボン・オフセット

実施イベント

温室効果ガス

削減量
J-VER組成者

平成25年11月3日

第45回全日本大学駅伝

対抗選手権大会

計49t

釜石地方森林組合（岩手県）、三田農

林（株）（岩手県）、津
つ な ん ま ち

南町森林組合

（新潟県）

平成25年11月9日 ・10日

第4回ファーマーズ＆

キッズフェスタ2013

計10t
東
ひがししらかわむら

白 川 村 森林組合（岐阜県）、

加
か し も

子母森林組合（岐阜県）

「カーボン・マーケットEXPO2014」

出展ブース

　当金庫は、農林水産業の事業力・収益力強化のため、商談会・ビジネスマッチングに

よる販路拡大支援、輸出拡大支援、農林水産業の6次産業化による付加価値の向上、

系統や業界の枠組みを超えた連携に広く取り組んでおり、「農林水産業者と産業界の

架け橋」として多様な機能を発揮しています。

　平成25年度は、全国商談会・地域商談会など計11回を開催しました。また、会員・農

林漁業者等の輸出サポートとして、平成25年8月、アジア最大級の食の商談会「香港

フード・エキスポ2013」に、全農・全漁連・（公社）日本農業法人協会と連携し出展しま

した。また、海外市場動向などの情報提供や、海外バイヤーに販売戦略等の個別相談

を行う輸出セミナー等も開催しています。

林業への貢献

助成先のご紹介
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